
5	 よしかわ議会だより

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

詔
治

（問）　

仮
設
橋
を
造
ら
な
い
工
事
は
、

市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
、
既

存
橋
隣
に
二
車
線
を
開
通
後
、
既

存
橋
を
取
り
壊
し
て
二
車
線
橋
を

増
設
し
、
四
車
線
橋
の
完
成
へ
。

（答）
都
市
建
設
部
長　

仮
設
橋
の
必

要
性
は
十
分
認
識
、
県
で
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

◆
吉
川
美
南
駅
発
着
＝
東
京
駅
・

　

府
中
本
町
駅
の
実
現
へ

（問）　

新
駅
は
、
市
民
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
始
発
着
駅
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

清
治

（問）　

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に

急
が
れ
る
事
業
で
あ
る
。
実
施
を
。

（答）
市
民
生
活
部
長　

現
在
、
実
施

す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（問）　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
問
題
に

つ
い
て
も
調
査
し
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
で
受
け
止
め
て
よ
い
か
。

（答）
市
長　

全
般
に
わ
た
っ
て
調
査

し
て
み
た
い
。

◆
高
す
ぎ
る
国
保
税
引
き
下
げ
を

（問）　

我
々
の
実
施
し
て
い
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
12
月
10
日
ま
で
５

８
１
通
の
回
答
が
届
い
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
高
い
国
保
税
を
引
き

下
げ
て
欲
し
い
と
の
声
が
多
数
よ

せ
ら
れ
て
い
る
。
引
き
下
げ
を
実

施
す
べ
き
だ
。

（答）
市
長　

下
げ
ら
れ
る
状
況
に
は

な
い
。

◆
バ
ス
路
線
の
振
動
対
策
を

（問）　

木
売
の
バ
ス
通
り
の
方
か
ら

バ
ス
路
線
を
運
営
す
る
会
社
に
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
走
る
よ
う
要

請
し
て
欲
し
い
と
の
ご
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
が
。

（答）
政
策
室
長　

事
業
者
に
対
し
て

要
請
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
駅
南
U
R
土
地
区
画
整
理
内
の

　

住
民
要
望
実
現
を

（問）　

調
整
池
の
ま
わ
り
の
歩
道
に

安
全
柵
の
設
置
を
。

（答）
都
市
建
設
部
長　

平
成
22
年
度

中
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
。

（問）　

駅
南
消
防
署
近
く
の
交
差
点

は
大
変
危
険
、
信
号
機
設
置
を
。

（答）
市
民
生
活
部
長　

早
期
設
置
を

警
察
に
要
望
す
る
。

（問）　

街
灯
・
防
犯
灯
増
設
を
。

（答）
市
民
生
活
部
長　

平
成
23
年
３

月
末
ま
で
に
U
R
が
53
基
の
防
犯

灯
を
設
置
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

昇

（問）　

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
ら
れ
る
社
会
の
た
め
に
は
、
認

可
保
育
所
の
建
設
な
ど
と
と
も
に

保
育
の
質
を
高
め
、
子
育
て
で
き

る
環
境
が
必
要
。
保
育
の
質
の
向

上
の
た
め
に
は
保
育
士
の
経
験
の

蓄
積
が
決
定
的
に
重
要
だ
が
市
の

考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
保
育
士
の

処
遇
に
つ
い
て
、
現
状
で
は
公
立

保
育
所
と
民
間
保
育
園
で
は
大
き

な
違
い
が
あ
り
、
民
間
保
育
園
へ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
創
設
を

保
育
士
の
経
験
を
蓄
積
で
き

生
か
せ
る
保
育
行
政
を

吉
川
橋
の
架
け
替
え
は
既
存
橋
を

活
用
す
る
二
段
階
方
式
で

の
支
援
の
抜
本
的
改
善
が
必
要
。

（答）
市
長　

保
育
の
質
を
高
め
る
た

め
に
は
、
保
育
士
経
験
の
蓄
積
も

必
要
だ
が
、
日
々
の
保
育
の
な
か

で
状
況
に
応
じ
た
判
断
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
保
育
士
の
処
遇

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
条
件
が
同

一
で
は
な
い
た
め
公
立
保
育
所
と

民
間
認
可
保
育
園
を
一
概
に
比
較

す
る
こ
と
は
困
難
。

◆
子
育
て
「
新
シ
ス
テ
ム
」
と
は

（問）　

政
府
が
法
案
提
出
め
ざ
す
と

し
て
い
る
が
市
の
考
え
は
。

（答）
市
長　

単
に
待
機
児
童
対
策
に

留
ま
ら
な
い
議
論
を
望
み
ま
す
。

◆
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
旺
盛
に

（問）　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
問
合
せ
、

相
談
活
動
）
を
も
っ
と
広
報
・
啓

蒙
す
る
と
と
も
に
、
各
小
中
学
校

に
専
任
の
司
書
教
諭
の
配
置
を
。

（答）
教
育
長　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
重

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
り

図
書
館
司
書
な
ど
職
員
体
制
を
強

化
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も

活
用
方
法
に
つ
い
て
広
く
周
知
し

て
い
き
ま
す
。
学
校
の
司
書
教
諭

の
専
任
に
つ
い
て
は
、
学
校
関
係

の
中
か
ら
専
任
化
の
話
も
出
て
い

る
の
で
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

（答）
市
長　

二
面
三
線
駅
舎
で
あ
り
、

始
発
着
機
能
は
あ
る
と
J
R
か
ら

は
聞
い
て
い
る
、
今
後
J
R
に
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
越
谷
吉
川
線
都
市
計
画
道
路
の

　

部
分
開
通
を

（問）　

平
成
23
年
、
元
ナ
ン
シ
ン
㈱

工
場
跡
地
に
新
た
な
店
舗
が
予
定
、

周
辺
の
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
中
央
中
西
側
道

路
ま
で
計
画
道
路
の
開
通
混
雑
解

消
を
。

（答）
都
市
建
設
部
長　

道
路
の
開
通

に
よ
り
交
通
量
が
分
散
さ
れ
、
混

雑
解
消
早
急
に
部
分
開
通
が
で
き

る
よ
う
、
土
地
区
画
整
理
組
合
に

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
３
６
５
日
水
が
使
え
る
ほ
場
の

　

整
備
を

（問）　

埼
玉
型
ほ
場
整
備
が
県
農
林

部
と
吉
川
市
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
安
心
安
全
な
ほ
場
を

造
り
、
農
業
の
持
つ
多
様
性
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
は
。

（答）
市
長　

年
間
を
通
し
て
用
水
路

に
水
を
確
保
す
る
事
は
、
大
変
難

し
い
が
、
環
境
保
全
型
農
業
は
今

後
一
層
重
要
、
環
境
保
全
向
上
に

繋
が
る
方
策
を
研
究
し
て
ま
い
る
。

吉川橋


